


































1.序

　近年における乳児死亡の改善に伴い,出生前の原因による罹病と死亡の重要

性が注目され,胎児死亡または心身障害発生要因としての先天異常に対する関

心がたかまっている。

　出産時における先天異常,周産期または乳児死亡中の先天異常の発生頻度に

ついては内外多数の報告がある。1～7)


